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６．行政の取組について 

 

問 55 男女共同参画社会を実現するために、今後、松阪市ではどのようなことに取り組ん

でいけばよいと思いますか。（○は３つまで） 

「男女がともに能力を発揮できる機会や就労支援などを充実する」が 33.8％で最も高く、つい

で「保育や介護に関する施設やサービスを充実する」が 27.5％、「ワーク・ライフ・バランス（仕

事と生活の調和）を推進する」が 23.8％となっている。 

性別にみると、１番目に割合の高い項目は男女で共通であり、２番目に割合の高い項目は、男

性は「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を推進する」、女性は「保育や介護に関

する施設やサービスを充実する」となっている。男女の間で差が大きかったのは「保育や介護に

関する施設やサービスを充実する」で女性の方が 7.1ポイント高かった。 

年代別にみると、１番目に割合の高い項目は、10歳代、40歳代、50歳代、60歳代、70歳以上

では「男女がともに能力を発揮できる機会や就労支援などを充実する」であり、20歳代、30歳

代では「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を推進する」であった。 
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広報紙やパンフレット等で男女共同参画や男女の相互理解・

協力についてのＰＲ

男女共同参画を推進するために、施策や制度の見直しを行

う

女性の政策・方針決定の場への積極的な参画や登用を進め

る

学校教育や生涯教育の場における男女共同参画についての

学習を充実する

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を推進する

男女の生き方に関する情報提供や相談、教育、交流の機会

などを充実する

職場における男女の均等な取り扱いについて周知徹底を行う

男女がともに能力を発揮できる機会や就労支援などを充実

する

能力発揮を支援するため相談体制を充実する

保育や介護に関する施設やサービスを充実する

ＤＶなどあらゆる暴力をなくすための教育、啓発を進める

マタニティ・ハラスメント、パタニティ・ハラスメントをなくすため

の教育、啓発を進める

ＬＧＢＴについて、正しい理解を深めるための教育、啓発を進

める

男女がそれぞれに応じた健康づくりに取り組める環境を充実

する

女性の視点を取り入れた被災者の支援など、男女共同参画

の視点からの災害対策を推進する

その他

特にない

わからない

無回答

問55 男女共同参画社会を実現するために、今後どのようなことに取り組んでいけばよいと思うか

全体（n=1554） 男性（n=637） 女性（n=815）

（％）
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広報紙やパンフレット等で男女共同参画や男女の相互理解・協力についてのＰＲ

男女共同参画を推進するために、施策や制度の見直しを行う

女性の政策・方針決定の場への積極的な参画や登用を進める

学校教育や生涯教育の場における男女共同参画についての学習を充実する

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を推進する

男女の生き方に関する情報提供や相談、教育、交流の機会などを充実する

職場における男女の均等な取り扱いについて周知徹底を行う

男女がともに能力を発揮できる機会や就労支援などを充実する

能力発揮を支援するため相談体制を充実する

保育や介護に関する施設やサービスを充実する

ＤＶなどあらゆる暴力をなくすための教育、啓発を進める

マタニティ・ハラスメント、パタニティ・ハラスメントをなくすための教育、啓発を進め

る

ＬＧＢＴについて、正しい理解を深めるための教育、啓発を進める

男女がそれぞれに応じた健康づくりに取り組める環境を充実する

女性の視点を取り入れた被災者の支援など、男女共同参画の視点からの災害

対策を推進する

その他

特にない

わからない

無回答

問55 男女共同参画社会を実現するために、今後どのようなことに取り組んでいけばよいと思うか

10歳代（n=55） 20歳代（n=95） 30歳代（n=156） 40歳代（n=228）

50歳代（n=230） 60歳代（n=314） 70歳以上（n=455）

（％）


